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論文内容要旨
 唾液腺は主として腺房と導管からなるが,それらはさらに機能的,形態学的にいくつかの部位に
 分けられる。ヒト唾液腺の加齢変化は形態学,生理学,生化学など様々な方面で贋究されているが,
 機能的に異なる各構成細胞がそれぞれどのような加齢変化を示すか具体的な報告はない。AgNOR
 染色は,好銀性を示すN()R関連蛋白をパラフィン切片で染色する方法で,その数や大きさによっ
 て細胞活性能や細胞増殖能を評価する方法である。本研究ではヒト顎下腺の各構成細胞ごとに
 AgNOR数を調べ,それぞれの加齢変化を比較検討した。
 1材料】
 東北大学医学部附属病院病理部での剖検i23例(1～97歳,男66例,女57例)の顎下腺を期いた。
紡濁
 Plotonらの方法に従いAgNOR染色を施し,光学顕微鏡下(×6GO)にて終末部(漿液腺,粘液
 腺),介在部,線条部及び小葉間導管の各細胞i個当たりの平均核内AgNOR数を計測した。年齢
 別に6群(1;1～14歳,Li5～29歳,鐵;30～44歳,W;45～59歳,V;60～74歳,W;75歳
 以上)に分け,加齢に伴う変化について統計処理を行った。
 【結果1
 (1)全年齢群の平均AgNOR数は,腺房では漿液線L36に比べ粘液線L75が有意に(p<0,001)
 高く,導管では介在部1・47,と線条部L44が小葉導管L38に比べ有意に(p<0・001)高かった。
 (2)各年齢群(亙群,∬群,廻群,W群,V群,W群)のAgNOR数は,漿液腺;L3i,L41,
 1.41,ま.36,i.37,工.33,粘液腺;L69,1.82,L75,L76,1.74,i.73,介在部;1.52,L48,
 L44,i.46,1.45,L49,線条都;L39,L47,L46,L43,里.47,L39,小葉間導管;L34,
 L45,L39,L37,L37,L34であった。(3)介在部導管を除くすべての細胞は,∬群でAgNOR
 数の最大値を示し,1と]1群間で有意に(漿液腺;p<0.05,粘液腺;p<0.00i,線条部;p<
 0.05,小葉間導管;pO.01)増加し,Eと斑群間で有意に(漿液腺;p<0.05,粘膜腺;p<
 0.001,線条部;p<0.01,小葉間導管;p<0.001)減少した。介在部導管は有意な変化を示さな
 かった。(4)すべての年齢群で性差は認められなかった。
拷割
 (1)ヒト顎下腺の細胞活性能は形態と機能の異なる構成綴胞間で違いがあることが示唆された。(2)
 介在部導管を除く構成細胞の細胞活性能の加齢変化は,生後は低く,成人まで上昇した後,加齢に
 伴い低下することから,消化活動を反映していると考えられた。(3)介在部導管をのぞくAgNOR
 数の加齢による減少は,高齢での増殖能の低下を示すと考えられた。(4)介在部導管は他の構成細胞
 と異なり,細胞活性能が高齢でも維持されると考えられた。このことから介在部導管は増殖のみな
 らず他の綴胞へ分化することにより,他の構成細胞の低下した細胞活性能を代償する可能性がある
 ことが示唆された。(5)AgNOR数で表される細胞活性能は,すべての構成細胞の年齢群で性差が
 ないことが示された。
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審査結果要旨
 これまで唾液腺の加齢変化に関しては,数多くの報告がなされてきたが,いまだ不闘な点は多く,
 特に各構成細胞ごとの加齢変化については醗らかでない。本論文は,唾液腺の加齢変化を解関する
 ために,綴胞活性能や細胞増殖能と関連があるとされる核小体部(NOR)関連蛋白を染色する
 AgNOR法を用い,多数の人体剖検材料から,機能的に異なる各構成細胞ごとに組織形態計測学的
 に加齢変化を検索したものである。
 本論文では,123個体の剖検例(男性66例,女性57例,年齢i～97歳)から採取した病変のみら
 れない顎下腺王23例を用い,パラフィン連続組織切片上でAgNOR染色を施している。漿液腺,粘
 液腺,介在部,線条部および小葉間導管の各細胞工個当たりの平均核内AgNOR数を顕微鏡下(×
 600)にて計難し,年齢別に6群(1～14歳15～29歳30～44歳45～59歳,60～74歳,75歳以
 上)に分けて加齢に伴う変化について検討している。
 本論文によると,(1)顎下腺の全症イ列において各構成細胞の核に,0～5個のNOR,存在部位を示
 す黒点を確認した。(2)全年齢群での平均AgNOR数は,腺房細胞では漿液腺に比べ粘液腺が有意
 に高く,導管では介在部と線条部が小葉間に比べ有意に高かった。(3)漿液腺,粘液腺,線条部およ
 び小葉問導管の平均AgNOR数は,15～29歳群でピークを示し,1～14歳群から圭5～29歳群間で
 有意に増加し,15～29歳群から75歳以上群間で有意に減少した。(4)介在部導管での平均AgNOR
 数は,全ての年齢群で有意な変化を示さなかった。(5)顎下腺の構成細胞の平均AgNOR数は,全
 ての年齢群で男女間に有意な差は認められなかった。
 以上の結果より,(1)ヒト顎下腺の纈胞活性能は形態や機能が異なる構成細胞の間で違いがあるこ
 とが示唆された。(2)介在部導管を除く構成細胞の細胞活性能は,生後から成人に至るまで上昇した
 後,加齢に伴い低下していることから,消化活動における加齢変化と関係があると考えられた。(3)
 介在部導管以外の構成細胞は,平均AgNOR数の加齢に伴う減少から,高齢で細胞増殖能が低下
 していると考えられた。(4)介在部導管は他の構成綴胞と異なり,細胞活性能が高齢でも維持される
 と考えられた。このことから介在部導管はそれ自身への増殖のみならず,高齢で細胞活性能の低下
 した他の構成細胞への分化により,機能を代償していると考えられた。(5)顎下腺の構成細胞におけ
 る細胞活性能の加齢変化は,男女で差がないことが示された,としている。
 以上のように,本研究からは,顎下腺の細胞レベルでの加齢変化に関する多くの知見が得られて
 いる。特に顎下腺を機能的,形態学的に異なる構成細胞に分け,加齢変化を明確にしたことは,唾
 液腺の加齢現象と病態の解明に寄与するところが大きいと思われる。よって,本論文は博士(歯学)
 の学位授与に値するものと認める。
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